


[bookmark: _Hlk156824322][bookmark: _Toc238224290][bookmark: _Toc240312121]（別紙１）提案書類チェックシート

提案書類について、欠落がないかチェックしてください。提出は不要です。

	チェック欄
	チェック項目
	備考

	□
	様式１
	申請書
	代表機関、研究代表者、事務連絡担当者、課題概要を記載

	□
	様式２
	研究計画調書
	研究目的・方法、独創性・萌芽性、1F廃炉への将来的な貢献可能性、研究遂行能力・研究環境、人材育成・関係形成を記載。最大9ページ

	□
	様式３
	研究実施体制・役割分担
	役割分担、エフォート及び他の研究費等との重複状況を記載

	□
	様式４
	経費計画書
	年間300万円以内、年度別・費目別に記載

	□
	様式５
	用語・略語説明書
	必要に応じて作成






24

24


[bookmark: _Toc238224291][bookmark: _Toc240312122]（別紙２）直接経費及び間接経費について

本別紙は応募時の積算の考え方を示すものであり、最終的な経費区分、間接経費率、消費税、精算方法及び証憑は契約において定める。

	区分
	計上できる経費の例
	計上に当たっての
留意事項

	直接経費
	研究補助者人件費、消耗品、試薬、部材、分析費、加工費、旅費、設備利用料、成果発表費等
	研究計画に直接必要であり、積算根拠が明確であること。

	間接経費
	所属機関の管理部門経費、施設管理、契約・知財・経理管理等
	上限額300万円/年の範囲内で計上する。率は直接経費の30%とする。

	計上不可経費
	研究と直接関係しない経費、私的利用、汎用性の高い高額設備の不合理な購入、他制度で措置済みの経費等
	疑義がある場合は応募前に公募事務局へ相談すること。




[bookmark: _Toc238224292][bookmark: _Toc240312123]（別紙３）評価基準について（再掲）

	評点
	評価
	目安

	S（10点）
	特に優れている
	評価項目の要求を十分に満たし、若手研究者の将来性、研究シーズの独創性、1F廃炉への将来的な貢献可能性等が特に高い。

	A（7点）
	優れている
	評価項目の要求を十分に満たし、優れた成果が期待できる。

	B（4点）
	概ね妥当
	評価項目の要求を概ね満たしているが、一部に改善余地がある。

	C（1点）
	不十分
	評価項目の要求を十分に満たしていない、又は本プログラムとの適合性が弱い。



審査委員会は、上記評点を参考に総合評価を行い、採択候補課題を選定する。東京電力は、審査結果、本プログラムの目的との整合性、予算及び契約可能性等を踏まえて採択課題を最終決定する。


[bookmark: _Toc238224293][bookmark: _Toc240312124]（様式１）1F Decommissioning Future Researchers & Research Seeds Program（D-Bridge） 申請書

	研究代表者
氏名
	(フリガナ)
	

	
	(漢字等)
	

	所属研究
機関
	

	部局
	

	職
	

	連絡先
	所在地
	〒

	
	連絡先
	TEL
	E-mail

	研究課題名
	

	課題概要（400～800字程度）
	

	研究経費
[千円未満の端数は切り捨てる]※再委託先含める
	年度
	研究経費小計 (千円)
	使用内訳 (千円)

	
	
	
	設備備品費
	消耗品費
	旅費
	人件費・謝金
	その他

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	総計
	
	
	
	
	
	

	事務連絡担当者連絡先
	氏名
	
	役職名
	

	
	所属部署名
	

	
	所在地
	〒

	
	連絡先
	TEL
	
	E-mail
	

	情報の取り扱いへの同意※2（右記にチェック）
	□


※1：単一機関での応募も可です。共同研究機関が複数ある場合、適宜欄を追加してください。２ページになっても構いません。
※2： Ⅱ．3．「提案書類の受付等」の「情報の取り扱い」を参照してください。
※3：年度の表示については、和暦（令和〇年度）、又は西暦（202●年度）のどちらでも可。


（様式１）共同研究機関
	研究代表者
氏名
	(フリガナ)
	

	
	(漢字等)
	

	所属研究
機関
	

	部局
	

	職
	

	連絡先
	所在地
	〒

	
	連絡先
	TEL
	E-mail

	事務連絡担当者連絡先
	氏名
	
	役職名
	

	
	所属部署名
	

	
	所在地
	〒

	
	連絡先
	TEL
	
	E-mail
	

	情報の取り扱いへの同意※2（右記にチェック）
	□



	研究代表者
氏名
	(フリガナ)
	

	
	(漢字等)
	

	所属研究
機関
	

	部局
	

	職
	

	連絡先
	所在地
	〒

	
	連絡先
	TEL
	E-mail

	事務連絡担当者連絡先
	氏名
	
	役職名
	

	
	所属部署名
	

	
	所在地
	〒

	
	連絡先
	TEL
	
	E-mail
	

	情報の取り扱いへの同意※2（右記にチェック）
	□



[bookmark: _Toc238224294][bookmark: _Toc240312125]

（様式2）研究計画調書
1. 研究目的、研究方法など
	本欄には、本研究の目的、背景、研究上の問い、研究シーズとしての独創性・萌芽性、研究方法、1F廃炉への将来的な貢献可能性及び研究期間内に明らかにしようとする事項について記載すること。
本プログラムは、若手研究者の自由な発想に基づく基礎的・萌芽的研究を対象としているため、応募時点における技術成熟度、短期的な実用化又は1F現場への直接適用を求めるものではない。本研究の目的と方法等について、6頁以内で記述すること。
記載に当たっては、以下の点を明確にすること。
① 本研究で何を明らかにしようとするのか
② 研究シーズとして何が新しく、どのような発展可能性があるのか
③ そのために、どのような方法・アプローチを用いるのか
④ 現在又は将来の1F廃炉にどのように貢献し得るか（中長期的・間接的な貢献を含む）
⑤ 研究期間終了時に、どのような知見又は研究成果を得ることを目指すのか
なお、他制度で実施中又は申請中の研究がある場合は、本提案との相違点及び重複しない範囲を明確にすること。



(概要)研究計画調書作成に当たって留意すること

1. 以下の内容を熟読・理解の上、研究計画調書を作成すること。
○ 本調書は、研究者の自由な発想に基づく研究シーズ及び若手研究者の将来性を把握するためのものであり、過度に詳細な技術仕様、実用化計画又は1F現場への導入計画を求めるものではありません。

○ 1F廃炉との関係については、現在の具体的な廃炉課題との直接的な対応関係だけではなく、将来的・間接的な貢献可能性を含めて記載してください。

○ 専門分野の異なる審査委員にも研究の意義が理解できるよう、専門用語の使用を必要最小限とし、研究上の問い、独創性及び研究によって拓かれる可能性を明確に記載してください。

○ 既存の研究開発制度への移行や一定のTRL到達は、本プログラムの成果目標又は採択条件ではありません。

2. 作成に当たっては、研究計画調書作成・記入要領を必ず確認すること。 
3. 各頁の上部のタイトルと指示書きは動かさないこと。 
4. 指示書きで定められた頁数は超えないこと。なお、空白の頁が生じても削除しないこと。 
5. 本留意事項の内容を十分に確認し、研究計画調書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること




(本文)

研究目的、研究方法など（2/6）　※応募時には本注記を削除してください。




研究目的、研究方法など（3/6）　※応募時には本注記を削除してください。
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研究目的、研究方法など（4/6）　※応募時には本注記を削除してください。
30

30



研究目的、研究方法など（5/6）　※応募時には本注記を削除してください。
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研究目的、研究方法など（6/6）　※応募時には本注記を削除してください。
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2. 応募者の研究遂行能力及び研究環境
	研究計画の実行可能性を確認するため、(1)研究代表者及び主要な研究分担者のこれまでの研究活動（主要な研究業績を含む）、(2)研究遂行に必要な研究環境（施設・設備・研究資料等）について2頁以内で記述すること。研究計画に関連する国際共同研究等の経験がある場合は、必要に応じて記載してよい。また、研究活動を中断していた期間がある場合は、その事情を記載してよい。





※留意事項： 
1. 研究業績（論文、著書、産業財産権、招待講演等）は、網羅的に記載するのではなく、本研究計画の実行可能性を説明する上で、その根拠となる文献等の主要なものを適宜記載すること。 
2. 研究業績の記述に当たっては、当該研究業績を同定するに十分な情報を記載すること。 （例として、学術論文の場合は論文名、著者名、掲載誌名、巻号や頁等、発表年（西暦）、著書の場合はその書誌情報など。） 
3. 論文は、既に掲載されているもの又は掲載が確定しているものに限って記載すること。 
 
○本留意事項の内容を十分に確認し、研究計画調書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること
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[bookmark: _Toc238224295]応募者の研究遂行能力及び研究環境（2/2）　※応募時には本注記を削除してください。


3. 若手研究者の育成、研究実施計画など
	本プログラムは、研究成果に加え、将来の1F廃炉研究を担う若手研究者の育成及び東京電力・JAEA・アカデミア間の継続的な研究関係の形成を重要な目的としている。本欄には、本研究を通じて研究代表者が獲得しようとする専門性・研究経験、学生等の育成、東京電力・JAEA等との研究交流及び研究期間中の実施計画について1頁以内で記載すること。
（1）研究代表者の成長・人材育成
・本研究を通じて獲得したい専門性、技術、研究経験
・今後の研究者としての発展方向
・学生、大学院生、若手研究者等を参画させる場合の育成方針
（2）東京電力・JAEA等との研究交流
・東京電力又はJAEAとの意見交換に期待する事項
・1F廃炉研究への理解を深めるために必要と考える情報・交流
・研究期間終了後に想定する研究交流・ネットワークの発展可能性
（3）研究実施計画
・年度ごとの主要な研究内容及び到達目標





[bookmark: _Toc238224296][bookmark: _Toc240312126]（様式３）研究実施体制・役割分担

	機関名
	研究者名
	役割
	申請課題における
各研究者のエフォート
	備考
（若手・様々な分野該当など記載）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※ 他制度で実施中又は申請中の研究がある場合は、研究計画調書（様式2）に本提案との相違点及び重複しない範囲を記載してください。


[bookmark: _Toc238224297][bookmark: _Toc240312127]

（様式４）経費計画書
※代表機関
	費目
	1年目
	2年目
	3年目
	積算根拠

	人件費・謝金
	
	
	
	

	設備備品費
	
	
	
	

	消耗品費
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	外注費・役務費
	
	
	
	

	間接経費
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	



※共同研究機関
	費目
	1年目
	2年目
	3年目
	積算根拠

	人件費・謝金
	
	
	
	

	設備備品費
	
	
	
	

	消耗品費
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	外注費・役務費
	
	
	
	

	間接経費
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	



各年度の合計は共同研究機関を含めて300万円以内とすること。なお、間接経費及び消費税等の取扱いについては、契約時に調整を行うこととする。共同研究機関が複数ある場合には適宜記載欄を増やすこと。



[bookmark: _Toc238224298][bookmark: _Toc240312128]

（様式５）用語の説明書

本提案書類で記載している専門用語及び略語のうち、難解な専門用語等を記載されている場合等、特に必要と思われるものについて、簡単な解説を記載してください。なお、用語の説明書はより的確な審査を目的としたものであり、提出を義務付けるものではありません。

	用語・略語
	説明
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